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無法松の一生

北九州の小倉を舞台に、博打好き
で喧嘩っ早い人力車夫・松五郎の
生涯を描く。岩下俊作の原作を伊丹
万作が脚本化。病床の伊丹に代わり
稲垣浩が監督し、映画化した。その
後数度映画化された中で、最も古い
バージョン。

監督：稲垣浩
出演：阪東妻三郎 月形龍之介

4四10四

海魔陸を行く

6 � 11四29�

キューポラのある街

三等賞の小山羊

監督：伊賀山正徳
声 ：徳川夢声

1950年／ラヂオ映画社／57分／
白黒／76ミリフィルム上映

小学生の次郎は役場で飼われてい
る山羊が大好きで、いつか飼うことを
願っている。その山羊が、村祭恒例の
マラソン大会の三等賞の賞品として出
品されることを知る。物語のテンポが
良く、走るシーンの躍動感が素睛らし
い秀作中編。

監督：佐藤武
出演：長谷部健

※『海魔陸を行く 」 r三等賞の小山羊」 は 1959年／貯蓄増強中央委員会／38分／
2本立て上映です。 白黒／16ミリフィルム上映

5四169

妖刀物語
花の吉原百人斬り

監督：内田吐夢
出演：片岡千恵蔵 水谷良重

1943年／大映／79分／白黒

生きた本物の蛸が主役。映画はス
トーリー仕立てになっており、魚屋の
桶から逃げ出した蛸が、様々な危険
をかいくぐって陸の冒険を続け、最後
は海に帰って行くというもの。瓢々と
した徳川夢声の語りも楽しい。

江戸時代。寺の門前に捨てられた
赤ん坊は裕福な商人の夫婦に拾わ
れ、次郎左衛門と名付けられる。次
郎左衛門は熱心に働き店を継ぐが、
生まれつき顔に醜い痣があり、結婚
することができなかった。ある日友人
に誘われ吉原に行った次郎左衛門
は、遊女の玉餡と 出会い夢中にな
る。歌舞伎の原作を脚本化した作
品。現代的な視点を盛り込み、内田
吐夢監督の時代刺の代表作として
高く評価された。

1960年／東映／108分／カラー

監督：浦山桐郎
出演：吉永小百合 浜田光夫

3四99

あるマラソンランナーの記録

監督：黒木和雄
ナレーター：城達也

4�99 

網走番外地悪への挑戦

監督：石井輝男
出演：高倉健 嵐寛寿郎

5�月 10�

肉弾
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監督：岡本喜八
出演：寺田農 大谷直子
●9_ 
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監督：曽根中生
出演：光石研 松本ちえこ

埼玉県川口市。朝鮮戦争が終わ
り、多くの工場が不最気だった。高
校受験を目指すジュンの父親はエ

場を解雇されてしまう。修学旅行に 
行くお金もないジュンは進学をあき
らめるのだが、先生たちの励ましで定
時制高校に行く決心をする。浦山桐
郎監普のデビュー 作で吉永小百合 
を一躍スタ ー にした記念すべき傑
作。当時18歳の吉永小百合は史上 
最年少でブル ーリボン賀を受貿し
た。

1962年／日活／99分／白黒

東京オリンビックのマラソン候補
選手だった君原健二の日常と練習
風景を記録したドキュメンタリー 映 
画。元々富士フィルムのPR映画とし 
て企画され、様々なスポー ツ選手を 
追う予定だったが、監督の希望で君
原一人に焦点を絞って撮影された。 
故障により別府で静養する姿や北
九州市でトレー ニングする君原が描
かれる。

1964年／東京シネマ／63分／カラ ー

橘真ーは鬼寅親分に誘われて福
岡にや ってくる。鬼寅は少年の更生
施設を経営していた。施設にいる武と
真ーは仲良くなるのだが、武が昔所
属していた門馬組は、敵対する港組
組長の殺害を武にやらせようとする。 
主演の高倉健そして東映任侠映画
の代表的シリーズだった「網走番外
地」の第9作。64年に竣工した博多
ポー トタワ ー や愛宕神社、中洲など
福岡市内の各地で撮影されている。

1967年／東映／90分／カラー

昭和20年。ドラム缶に乗って海を
漂う「あいつ」は、戦争が終わ ったこ
とも知らずに敵を待ち続ける。本作
に登場する「あいつ」は監督自身を戯
画化したもの。監督は陸軍予備士官
学校に入校し、21歳の時終戦を迎え
ている。戦争のために空しく喪やした
青春の滑稽さと、やり場のない怒り
が本作には溢れている。岡本監督の
代表作。

1968年／「肉弾をつくる会」＝ATG/
116分／白黒

一

郷六平は 博多に住む中学2年生。
女性に興味が 出て、友人たちとはい
つも女の話。そのため幼馴染の小柳
類子との関係も変わって来ていた。
ある日六平は万引きをする中学生を

見つけて咎めるが、逆に袋叩きにさ
れてしまう。長谷川法世の漫画を映
画化した作品。当時の博多の街中で
撮影されていることが見もの。当時
16歳の光石研（北九州市出身）が
オーディションで主役に抜擢され、
鮮烈なデビューとなった。

1978年／松竹／94分／カラー








